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「石綿障害予防規則案要綱」についての労働政策 

審議会に対する諮問及び答申について 
 

 －アスベスト（石綿）対策の充実強化に向け、２５年ぶりに健康障 
害防止のための省令を新たに制定へ－ 
 

 

 

 

１ 厚生労働大臣より、本日、労働政策審議会（会長 西川 俊作 慶應義

塾大学名誉教授）に対し、「石綿障害予防規則案要綱」（別添１）につい

て諮問を行った。これらについては、同審議会安全衛生分科会（分科会長 

櫻井 治彦 慶應義塾大学名誉教授・中央労働災害防止協会労働衛生調査

分析センター所長）において審議が行われた結果、同審議会から厚生労働

大臣に対して、別添２のとおり答申があった。 

 

２ 厚生労働省では、この答申を受け、石綿による健康障害防止対策の充実

強化を図るため、新たに「石綿障害予防規則」を制定することとする。 

  なお、労働安全衛生関係法令においては、昭和５４年に粉じん障害防止

規則を制定して以来、２５年ぶりに労働者の健康障害防止のための省令を

新たに制定することとなる。 

 



 

 

（別添１） 

                                                        
厚生労働省発基安第 0929001 号 

 

 

 

 

 

                                                     労働政策審議会       
                                               会長 西川 俊作  殿  

                 
                     

 

 

 厚生労働省設置法第９条第１項第１号の規定に基づき、別紙「石綿障

害予防規則案要綱」について、貴会の意見を求める。 

 

 

 

 

 

 

 平成１６年９月２９日 

                 

   

 

 

             厚生労働大臣  尾辻  秀久 

 



 

- 1 -

（別添２） 

労  審  発  第１７４号               

平成１６年９月２９日               

  
 

 

厚生労働大臣 

  尾辻 秀久  殿 
 

 

 

                   労働政策審議会 

                    会長  西川 俊作 

 

 

 

 

 平成１６年９月２９日付け厚生労働省発基安第 0929001 号をもって諮

問のあった「石綿障害予防規則案要綱」については、本審議会は、下記

のとおり答申する。 

 

 

 

 

記 

 

 

 

別紙「記」のとおり。 

 

 



 

 

（別紙） 

 

平成１６年９月２９日 

 

 

 

労働政策審議会 

 会長 西川 俊作 殿 

 

 

 

                    安全衛生分科会 

                     分科会長 櫻井 治彦 
 

 

 

 

 

 

「石綿障害予防規則案要綱」について 

 

 

 平成１６年９月２９日付け厚生労働省発基安第 0929001 号をもって労

働政策審議会に諮問のあった標記については、本分科会は、審議の結果、

下記のとおり結論を得たので報告する。 
 

 

 

 

記 

 

 

 

厚生労働省案は、妥当と認める。 

 



 

 

（
別
紙
） 石

綿
障
害
予
防
規
則
案
要
綱 

第
一 
総
則 

一 

事
業
者
は
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
肺
が
ん
、
中
皮
腫
そ
の
他
の
健
康
障
害
を
予
防
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

石
綿
に
ば
く
露
さ
れ
る
労
働
者
の
人
数
等
を
最
小
限
度
に
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
石
綿
を
含
有
す
る
製
品
を
計
画

的
に
石
綿
を
含
有
し
な
い
製
品
に
代
替
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

二 

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
に
つ
い
て
必
要
な
定
義
規
定
を
設
け
る
こ
と
。 

第
二 

石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
等
に
係
る
措
置 

 

一 

解
体
等
の
業
務
に
係
る
措
置 

１ 

事
前
調
査 

( 1 ) 

事
業
者
は
、
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
を
目
視
等
に
よ

り
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

( 2 ) 

事
業
者
は
、
( 1 )

の
調
査
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
が
明
ら
か
と
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、 

 




石綿障害予防規則案要綱　（2004年9月29日時点）



第一　総則



一　事業者は、石綿による労働者の肺がん、中皮腫その他の健康障害を予防するため必要な措置を講じ、石綿にばく露される労働者の人数等を最小限度にするよう努めるとともに、石綿を含有する製品を計画的に石綿を含有しない製品に代替するよう努めること。



二　この省令において使用する用語について必要な定義規定を設けること。



第二　石綿等を取り扱う業務等に係る措置



一　解体等の業務に係る措置

1　事前調査

(1)事業者は、建築物等の解体等の作業を行うときは、あらかじめ、石綿等の使用の有無を目視等により調査し、その結果を記録すること。

(2)事業者は、(1)の調査を行ったにもかかわらず石綿等の使用の有無が明らかとならなかったときは、石綿等が使用されているものとみなして措置を講ずる場合を除き、これを分析により調査し、その結果を記録すること。

2　事業者は、石綿等が使用されている建築物等の解体等の作業を行うときは、あらかじめ、作業計画を定め、当該計画により作業を行うこと。

3　事業者は、石綿等が張り付けられた一定の建築物等の解体等の作業を行うときは、あらかじめ、所轄労働基準監督署長に届け出ること。

4　事業者は、石綿等が吹き付けられた建築物の解体等の作業を行う場合において、当該石綿等を除去するときは、当該除去を行う作業場所を隔離すること。

5　保温材等の除去に係る措置

(1)事業者は、石綿等が使用されている保温材等を張り付けた物の解体等の作業を行う場合において、当該保温材等を除去するときは、当該作業場所に当該作業に従事する労働者以外の者が立ち入ることを禁止し、その旨を表示すること。

(2)特定元方事業者は、その労働者及び関係請負人の労働者の作業が(1)の作業と同一の場所で行われるときは、関係請負人に当該作業の実施について通知するとともに、作業の時間帯の調整等必要な措置を講ずること。

6　建築物等の解体等の作業を行う仕事の発注者は、当該仕事の請負人に対し、当該建築物等における石綿等の使用の状況を通知するよう努めること。

7　建築物等の解体等の作業を行う仕事の注文者は、建築物の解体方法及びその費用等についてこの省令の規定の遵守を妨げるおそれのある条件を付さないよう配慮すること。



二　石綿等が吹き付けられた建築物等における業務に係る措置

1　事業者は、その労働者を就業させる建築物の壁等(2に掲げるものを除く。)に吹き付けられた石綿等の粉じんが飛散し、及びその労働者がその粉じんにばく露するおそれがあるときは、当該石綿等の除去等の措置を講ずること。

2　建築物貸与者は、当該建築物の貸与を受けた二以上の事業者が共用する廊下の壁等に吹き付けられた石綿等の粉じんが飛散し、及びその労働者がその粉じんにばく露するおそれがあるときは、1の措置を講ずること。



三　その他の石綿等を取り扱う業務に係る措置

1　事業者は、特定石綿等(製造等が禁止されていない石綿等をいう。以下同じ。)を吹き付ける作業に労働者を従事させてはならないものとすること。

2　事業者は、特定石綿等の粉じんが発散する屋内作業場については、当該粉じんの発散源を密閉する設備、局所排気装置等を設ける等の措置を講ずること。

3　事業者は、石綿等の切断等の作業及び当該作業において発散した石綿等の粉じんの清掃作業に労働者を従事させるときは、石綿等を湿潤な状態のものとする等の措置を講ずるとともに、当該労働者に呼吸用保護具等を使用させること。

4　事業者は、石綿等を取り扱う作業場には、関係者以外の者が立ち入ることを禁止し、その旨を表示すること。



第三　設備の性能等



第二の三の2により設けられる局所排気装置等のフード、ダクト等及び当該局所排気装置等の稼働について所要の要件を定めるとともに、特定石綿等の粉じんを含有する気体を排出する製造設備の排気筒等に所要の要件を満たす除じん装置を設けること。



第四　管理



一　事業者は、特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した者のうちから、石綿作業主任者を選任するとともに、作業の方法の決定等の事項を行わせること。



二　定期自主検査を行うべき機械等として第二の三の2により設けられる局所排気装置等を定め、その検査事項等を定めるとともに、点検、補修等について必要な事項を定めること。



三　事業者は、石綿等が使用されている建築物等の解体等の作業に係る業務に労働者を従事させるときは、当該労働者に対し、石綿等の有害性その他石綿等の粉じんのばく露の防止に関し必要な事項について、当該作業に関する衛生のための特別の教育を行うこと。



四　事業者は、特定石綿等を常時取り扱う作業等に労働者を従事させるときは、所要の休憩室を設けるとともに、当該作業場及び休憩室の床を水洗によって容易に掃除できる構造のものとすること。



五　事業者は、作業場及び四の休憩室の床等については、水洗する等の方法によって、毎日一回以上、清掃を行うこと。



六　洗浄設備等

1　事業者は、石綿等を取り扱う作業等に労働者を従事させるときは、洗眼等のための設備等を設け、当該作業場で労働者が喫煙すること等を禁止するとともに、必要な事項の掲示及び記録の保存を行うこと。

2　事業者は、石綿等を運搬等するときは、堅固な容器を使用する等の措置を講ずること。



第五　測定



事業者は、特定石綿等を取り扱う屋内作業場について、定期に、その空気中における濃度を測定するとともに、その結果の評価を行い、必要な措置を講ずること。



第六　健康診断



事業者は、特定石綿等を取り扱う業務等に常時従事する労働者等に対し、必要な健康診断を行う等の措置を講ずること。



第七　保護具



一　事業者は、石綿等を製造し、又は取り扱う作業場には必要な数の呼吸用保護具を備え、これを常時有効かつ清潔に保持すること。



二　事業者は、第二の三の3等の保護具等が使用された場合には、他の衣服から隔離して保管するとともに、当該保護具等について、付着した物を除去した後でなければ作業場外に持ち出してはならないものとすること。



第八　製造許可等



製造等が禁止されている石綿等の試験研究に係る許可を受けようとする者は、所轄労働基準監督署長に申請しなければならないものとするとともに、当該許可に係る製造設備の構造等の基準を定めること。



第九　報告



石綿等を取り扱う事業者は、事業を廃止するときは、所轄労働基準監督署長に報告すること。



第十　施行期日等



一　この省令は、平成十七年七月一日から施行すること。



二　この省令の施行に関し必要な経過措置を定めるとともに、関係省令について所要の規定の整備を行うこと。



榊原悟志
添付ファイル
20040929石綿障害予防規則案要綱.txt



 

 

石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
措
置
を
講
ず
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
分
析
に
よ
り
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

２ 
事
業
者
は
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
作
業
計
画

を
定
め
、
当
該
計
画
に
よ
り
作
業
を
行
う
こ
と
。 

３ 

事
業
者
は
、
石
綿
等
が
張
り
付
け
ら
れ
た
一
定
の
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
届
け
出
る
こ
と
。 

４ 

事
業
者
は
、
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建
築
物
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
石
綿
等
を
除
去

す
る
と
き
は
、
当
該
除
去
を
行
う
作
業
場
所
を
隔
離
す
る
こ
と
。 

５ 

保
温
材
等
の
除
去
に
係
る
措
置 

( 1 ) 

事
業
者
は
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
保
温
材
等
を
張
り
付
け
た
物
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

当
該
保
温
材
等
を
除
去
す
る
と
き
は
、
当
該
作
業
場
所
に
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ

と
を
禁
止
し
、
そ
の
旨
を
表
示
す
る
こ
と
。 

( 2 ) 

特
定
元
方
事
業
者
は
、
そ
の
労
働
者
及
び
関
係
請
負
人
の
労
働
者
の
作
業
が
( 1 )

の
作
業
と
同
一
の
場
所
で
行
わ
れ 

  



 

 

   

る
と
き
は
、
関
係
請
負
人
に
当
該
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
す
る
と
と
も
に
、
作
業
の
時
間
帯
の
調
整
等
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

６ 
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
仕
事
の
発
注
者
は
、
当
該
仕
事
の
請
負
人
に
対
し
、
当
該
建
築
物
等
に
お
け
る

石
綿
等
の
使
用
の
状
況
を
通
知
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

７ 

建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
仕
事
の
注
文
者
は
、
建
築
物
の
解
体
方
法
及
び
そ
の
費
用
等
に
つ
い
て
こ
の
省

令
の
規
定
の
遵
守
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
あ
る
条
件
を
付
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 

二 

石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建
築
物
等
に
お
け
る
業
務
に
係
る
措
置 

１ 

事
業
者
は
、
そ
の
労
働
者
を
就
業
さ
せ
る
建
築
物
の
壁
等
（
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石

綿
等
の
粉
じ
ん
が
飛
散
し
、
及
び
そ
の
労
働
者
が
そ
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
石
綿
等

の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

２ 

建
築
物
貸
与
者
は
、
当
該
建
築
物
の
貸
与
を
受
け
た
二
以
上
の
事
業
者
が
共
用
す
る
廊
下
の
壁
等
に
吹
き
付
け
ら
れ

た
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
飛
散
し
、
及
び
そ
の
労
働
者
が
そ
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
１
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。 

  



 

 

三 

そ
の
他
の
石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
に
係
る
措
置 

１ 

事
業
者
は
、
特
定
石
綿
等
（
製
造
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
石
綿
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
吹
き
付
け
る
作
業

に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

２ 

事
業
者
は
、
特
定
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
は
、
当
該
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る

設
備
、
局
所
排
気
装
置
等
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

３ 

事
業
者
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
及
び
当
該
作
業
に
お
い
て
発
散
し
た
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
清
掃
作
業
に
労
働

者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
石
綿
等
を
湿
潤
な
状
態
の
も
の
と
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
労
働
者
に

呼
吸
用
保
護
具
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。 

４ 

事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
う
作
業
場
に
は
、
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
そ
の
旨
を
表
示

す
る
こ
と
。 

第
三 

設
備
の
性
能
等 

第
二
の
三
の
２
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
局
所
排
気
装
置
等
の
フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
等
及
び
当
該
局
所
排
気
装
置
等
の
稼
働
に
つ

い
て
所
要
の
要
件
を
定
め
る
と
と
も
に
、
特
定
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
含
有
す
る
気
体
を
排
出
す
る
製
造
設
備
の
排
気
筒
等
に 

  



 

 

所
要
の
要
件
を
満
た
す
除
じ
ん
装
置
を
設
け
る
こ
と
。 

第
四 

管
理 

一 
事
業
者
は
、
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
石
綿
作
業
主
任
者
を
選
任
す
る

と
と
も
に
、
作
業
の
方
法
の
決
定
等
の
事
項
を
行
わ
せ
る
こ
と
。 

二 

定
期
自
主
検
査
を
行
う
べ
き
機
械
等
と
し
て
第
二
の
三
の
２
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
局
所
排
気
装
置
等
を
定
め
、
そ
の
検

査
事
項
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
点
検
、
補
修
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。 

三 

事
業
者
は
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業
に
係
る
業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、

当
該
労
働
者
に
対
し
、
石
綿
等
の
有
害
性
そ
の
他
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、

当
該
作
業
に
関
す
る
衛
生
の
た
め
の
特
別
の
教
育
を
行
う
こ
と
。 

四 

事
業
者
は
、
特
定
石
綿
等
を
常
時
取
り
扱
う
作
業
等
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
所
要
の
休
憩
室
を
設
け
る
と

と
も
に
、
当
該
作
業
場
及
び
休
憩
室
の
床
を
水
洗
に
よ
っ
て
容
易
に
掃
除
で
き
る
構
造
の
も
の
と
す
る
こ
と
。 

五 

事
業
者
は
、
作
業
場
及
び
四
の
休
憩
室
の
床
等
に
つ
い
て
は
、
水
洗
す
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て
、
毎
日
一
回
以
上
、
清

掃
を
行
う
こ
と
。 

  



 

 

六 

洗
浄
設
備
等 

１ 

事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
う
作
業
等
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
洗
眼
等
の
た
め
の
設
備
等
を
設
け
、

当
該
作
業
場
で
労
働
者
が
喫
煙
す
る
こ
と
等
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項
の
掲
示
及
び
記
録
の
保
存
を
行
う

こ
と
。 

２ 

事
業
者
は
、
石
綿
等
を
運
搬
等
す
る
と
き
は
、
堅
固
な
容
器
を
使
用
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

第
五 

測
定 

事
業
者
は
、
特
定
石
綿
等
を
取
り
扱
う
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
、
定
期
に
、
そ
の
空
気
中
に
お
け
る
濃
度
を
測
定
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

第
六 

健
康
診
断 

事
業
者
は
、
特
定
石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
等
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
等
に
対
し
、
必
要
な
健
康
診
断
を
行
う
等
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。 

第
七 

保
護
具 

一 

事
業
者
は
、
石
綿
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
場
に
は
必
要
な
数
の
呼
吸
用
保
護
具
を
備
え
、
こ
れ
を
常
時
有 

  



 

 

効
か
つ
清
潔
に
保
持
す
る
こ
と
。 

二 

事
業
者
は
、
第
二
の
三
の
３
等
の
保
護
具
等
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
他
の
衣
服
か
ら
隔
離
し
て
保
管
す
る
と
と
も

に
、
当
該
保
護
具
等
に
つ
い
て
、
付
着
し
た
物
を
除
去
し
た
後
で
な
け
れ
ば
作
業
場
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。 

第
八 

製
造
許
可
等 

製
造
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
石
綿
等
の
試
験
研
究
に
係
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に

申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
許
可
に
係
る
製
造
設
備
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
。 

第
九 

報
告 

石
綿
等
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
す
る
と
き
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
す
る
こ
と
。 

第
十 

施
行
期
日
等 

一 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 

二 

こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
省
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
。 

  



石綿に係る労働者の健康障害防止対策石綿に係る労働者の健康障害防止対策

製
品
等
に
係
る
規
制

作
業
等
に
係
る
規
制

アモサイト、クロシドラ
イトの製造等の禁止
（平成７年～）

現行 対策後

石綿等の製造、取扱
い作業について管理
規制

・排気装置の設置
・特定の作業においては
　湿潤化、保護具の使用
・事前調査　　　　　　等

新たに、石綿を含有
する建材、摩擦材、
接着剤の製造等の禁
止
（平成16年10月１日
労働安全衛生法施行
令施行）

禁止除外品の計画的
な代替化の促進

・関係団体要請（平成16年
　２月）
・石綿障害予防規則第１章
　による努力義務（平成17　
　年７月１日施行予定）

○建築物等の解体等　
　の作業における対策
　強化

・事前調査の充実
・作業計画の作成
・作業の届出
・作業衣等の持出しの原則
　禁止
・特別教育　　　　　　等

○石綿等が吹き付けら
　れた建築物等におけ
　る業務に係る措置

・除去、封じ込め等の実施

○その他の取扱い作　
　業

・作業衣等の持出しの原則
　禁止
・清掃の実施　　　　　　等
・排気装置等の設置
・特定の作業においては湿
　潤化、保護具の使用
・その他現行の特化則の規
　制

特定化学物質等障害
予防規則

は、石綿障害予防規則の制定により対策が強化されるもの

石綿障害予防規則（平成17年７月１日施行予定）
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